
静岡県自然学習資料保存事業中間報告

横山 謙二

植物標本整理の状況岩石・化石標本収蔵室の状況

本年度の静岡県自然学習資料保存事業では、

昨年度搬入された長沢敬之助氏岩石・鉱物コレ

クシ∃ン、大橋昭彦氏鉱物 口化石コレクシ∃ン

と追加搬入された平丼克男氏甲虫コレクシヨ

ン、高橋真弓氏昆虫コレクシ∃ン、および今年

度搬入された服部寿夫昆虫コレクシ∃ンの受

入作業と昨年から弓|き 続き湯浅保雄氏植物コ

レクシ∃ンの整理作業を行つています。また、

すでに登録された標本に登録番号をつける作

業と GBIF登録の作業も行つています。

化石・岩石 日鉱物標本については、長沢敬之

助氏岩石 日鉱物コレクシ∃ンの 880標本 1526

点のデータ入力が終了し、仮評価を行える段階

に来ました。また、大橋昭彦氏鉱物 日化石コレ

クシ∃ンについては、現在 1000標本 3000点ぐ

らいまでデータ入力が終了し、もう少しで仮評

価作業にこぎつけそうです。

昆虫標本については、追加標本である高橋真

弓氏昆虫コレクシ∃ン (約 5000標本)のカー

ドの記入を行つています。また、今年度搬入し

た服部寿夫 (約 800標本)については、すでに

データ入力が完了しており、現在は標本箱の移

し替えを行つています。

湯浅氏植物コレクシヨンは、標本の作製 口整

理、データ入力作業を行つていますが、新たに

収集標本が加わつたために、まだまだ先が見え

ない状況です。今年度は、ある程度整理できた

一部を成果として県に提出する予定です。

標本室の状況は、昨年度からの搬入もあり、

今ある標本で標本棚がすべて埋め尽<さ れて

いる状況です。特に植物標本については、標本

が天丼近<まで積み重ねられ、整理するための

通路すら確保できない状況にあります。

現在、保存事業室には 15万程の標本が集め

られており、昨年度までで 6万標本程が県の標

本として登録され、9万標本が残されています。

また、杉野孝雄氏植物標本 (30000点)や志村

義雄氏植物標本 (5000点 )、 寺田 徹氏現生貝

標本などが搬入を予定されていますが、収蔵す

るスペースがな<、 事業所の 2階と 3階の空い

ている室の使用許可を待つている状態です。

昆虫標本収蔵整理室の状況



自然観察会報告

秋の「鳴<虫を聞<会」と「県民の森・砂金採り体験」

三宅 隆

鳴く虫を聞く会で観察中

秋の鳴<虫を聞<会

9月 8日夕方、静岡市草薙の県立図書館前の

芝生広場駐車場に集合。暗<なるのを待ちなが

ら、初めはバツトデイテクター (コ ウモリの超

音波を可聴音にする器械)で、周囲を飛び回る

アブラコウモリを観察しました。その後、講師

の杉本 武氏の案内により、県立美術館周辺で、

コオロギやバツタの仲間の鳴<虫を観察 しま

した。杉本先生の鳴<虫の声 ?に対する反応は、

見事なもので、その間き分け能力には、皆脱帽

でした。心地よい響きのエンマコオロギ、賑や

かなクツワムシ、頭上からすぐ傍で聞こえるの

に、なかなか見つからず、ヒゲを探して見つけ

たアオマツムシなどなど、 1時間あまり秋の鳴

<虫を楽しみました。その後草薙神社近<の草

ぬらでカンタンの優しい響きに感嘆し、観察会

を終えました。

見聞きされた虫

エンマコオロギ、ツゾレサセコウオギ、ミツ

カドコウオギ、モリオカメコウオギ、クチキコ

ウオギ、ヒゲシロスズ、クマススムシ、ススム

シ、カンタン、マツムシ、クサヒノヾり、カネタ

タキ、クサキリ、ハヤシノウマオイ、クツワム

シ、クビキリギス、セスブツユムシなど

アオマツムシ

クチキコウモリ

クッワムシ
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富士見峠の展望台か ら南アルプス

県民の森と砂金採り体験

10月 28日、砂金で一擢干金を目指そうと、

欲の皮のつつぱつた一行は、70寺半に静岡駅を

出発し、一路県民の森へ。途中富士見峠で休憩。

杉野孝雄先生から、キク科植物の見分け方につ

いてレクチヤーを受けました。当日は、雲一つ

ない快晴で、富士見峠の展望台からは、雪をか

3つ た南アルプス連邦が<つ きりと見えまし

た。その後、リバウエル丼川スキー場を経由し

て県民の森へ、ロツプ周辺の散策で、多<のキ

ノコが見られましたが、食べられると判定でき

たのは、ブナハリタケ 1種のみ。来年はキノコ

の先生を見つけて、キノコ狩り観察会もいいな

と思いました。

その後、丼川峠まで往復ハイキング。野鳥は、

カケス、コガラなどあまり多<ありませんでし

た。

県民の森から、山梨へ抜ける林道勘行峰線を

ドライブしましたが、素情らしい紅葉が見られ、

一同感動。山伏峠への登山□の百畳峠で昼食を

とりました。

そこから、林道丼川雨畑線を下り、音金鉱山

のあつた所の金沢という沢で砂金採 り体験を

しました。数ケ月前に、下見に行つて、砂金採

りをしたのですが、超顕微鏡的な砂金 6粒が採

集できました。しかしその場所は、相当歩かな

|すればならない危険な場所でもあるので、今回

は安全な場所を選びました。その為、採れる可

能lll■ は低いのですが、それでも、皆一生懸命チ

ヤレンブしました。土砂をバンニング皿や洗面

器に入れて水中で回しながらゆすり、砂を流し

てい<と、比重の重い金粒が底に残るのですが、

そう簡単には見つかりません。10き間<らい挑

戦しましたが、案の定誰―人として、砂金をゲ

ツトできませんでした。駅回は、もつと可能性

のある沢を見つけて、再挑戦したいと考えてい

ます。
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自然観察会でキク科 の レクチャー中

植物観察



植物標本の収集と活用

杉野 孝堆

「外来生物法」の制定もあり、外来生物の自

然環境に及ぼす影響が問題とされ、外来生物に

関する―般の関心も高まつている。そこで、静

岡県 |こ 侵入している外来の植物を調査 し、約

800種類の分布と侵八年代を明らかにした「静

岡県の帰化植物」を作成した。作成するに当た

つて、筆者の所蔵する約 5万点の維管東植物標

本と「静岡県植物誌」(1967)の コケ植物目録

の基礎標本約 2万点を再嗣査し、文献、野帳を

整理し、2万件余の帰化植物のデーターベース

を作り、それを基に作成した。外来の植物対策

に役立てばと思つている。

調査の中で、ホソバタカサブロウ (仮称)と

した、1951年に静岡市大岩で採集した標本が出

てきた。調べるとアメリカタカサブロウであつ

た。同種の日本での分布が明らかになつたのは

1991年で、当時は不明の植物として保管されて

いたのである。その他にも、多<の帰化植物の

侵八年代を知ることのできる標本があつた。資

料とした帰化植物の県内標本は 5千点ほどで、

もつと多<の標本を見ることができれば、さら

に充実した本になつたと思つている。

また、先日、金沢大学の植田邦彦先生が来ら

れ、杉本順―先生と筆者のマツムシソウの全標

本を研究された。マツムシソウの新分類を確立

するに当たつて、タイプ標本の確認と分布調査

である。杉本順―先生と筆者の標本は、標本番

号を付け整理してあるので、要望の標本を取り

出してお見せする事ができた。植物の種を決め

るときにはタイプ標本を定めて、その種の基準

とすることが決められている。

NPO自然博ネツトでは、県の委託を受け自然

学習資料保存事業で、静岡県内に分散している

標本の収集を進めている。植物については、県

内にい<つかの植物標本集団があるので、それ

らをまとめれば、県内に分布するほぼ全部の種

類を収集することが可能である。植物名を調べ

る場合、一般には図鑑を使う。最近はパソコン

を利用するする人が多い。しなし、このように

して調べた場合、その植物の詳細な部分は分か

らないので、とんでもない間違いをしている場

合がある。基準になる植物標本があれば、それ

と比べることで同定は正確にできる。自然学習

資料保存事業では、その基準になる植物標本を

静岡県内に分布する植物について、作成する役

割を担つていると思つている。

ところで、植物は生育環境で遺伝子 |こ変異が

生じ、同じ種でも少しずつ異なる場合がある。

近年、この変異の研究が活発で、同一種の変異

と思われていたのが別種とされることがある。

例えば、1種とされていたアオウキクサにナン

ゴクアオウキクサとホクリクアオウキクサが

含まれていて 3種とされた。標本は 1点ではな

<、 各地の標本をなるべ<多<集めてお<必要

がある。そのことで変異の幅ものかり、種の範

囲も確認できるのである。また、その植物の分

布も明らかになつて<る。

食虫植物を研究していたとき、県内にタヌキ

モとイヌタヌキモがあり、西部と東部で分離し

て分布していることに気づいた。そこで、現地

調査を試みたが記録のある生育地の池などは、

ほとんど開発で失われ発見できなかつた。せめ

て標本でもあれば県内の状況が分かると思つ

たが不可能であつた。自然環境の悪化で現存の

標本が得られないことは深亥」で、県版レツドデ

ータブツクの調査でも、植物の絶滅危惧種の

1/5の現存が確認できないので植物標本に頼つ

た。その頼りの標本も分散していて、十分に活

用できなかつた。

収集 した植物標本を各種の資料として役立

せるには、静岡県に分布する全種類の植物を集

め整理し、いつでも利用に応じられるようにし

てお<必要がある。県内に分散している植物標

本を集めればそれは可能である。それを基にデ

ーターベースを作成すれば、各植物の分布も明

らかになり、必要な地域のアセスメント資料な

どに役立つ。また、貴重植物種の保全に必要な

地域を選出することもできるなど、各種の環境

保全に関する役割も担える。

学習資料としては、植物名を正確に調べる資



料になるが、教材としての活用もある。教科書

などに出て<る植物を現在は、パソコンで見せ

て終わつていることが多い。標本があれば実物

に接することができる。野外学習で教員が一番

困るのは、植物名を聞かれることであると言わ

れる。環境や地域ごとに整理しておけば、標本

で必要なことを調べてから野外に行<ことが

でき、苦労は軽減できる。

静岡県の植物環境を知る基礎資料となるの

は、植物の種類と分布をまとめた「静岡県植物

誌」である。静岡県には 1984年に作成された

のがある。この植物誌は基本になる標本が保管

されているが十分ではない。県内に分散してい

る植物標本を全部集めて、現地調査を加えてデ

ーターベースを作成すれば、標本のある全国に

誇れる「新静岡県植物誌」を作成することがで

きる。標本や人材のある今やる必要のある緊急

を要する作業で、それはすべての基本である。

『第 9回自然系博物館における標本情報の発信に関する研究会』

参力□報告

横山 謙二

2007年 10月 29日 (月 )兵庫県尼崎市立小

田公民館ホールで開催された『第 9回自然系博

物館における標本情報の発信に関する研究会』

に出席してきました。この研究会は、地球規模

生物多様ll■情報機構 (GBIF)の事業に関する研

究会です。GBIF(Global Biodi∨erslty lnformaJon

Facil性y)と は、各国の動物、植物、菌類、微生

物等の生物多様ll■ に関するデータを博物館、研

究機関等で収集し、ネツトワークを通じて全世

界的に利用できるようにすることを目的とす

る国際協力による科学プロブエクトです。現在

正式加盟国が日本を含あ 28カ国、準力0盟国 19

カ国参加しています。この事業に静岡県自然学

習資料保存事業室も昨年度より参力0し、伊藤二

郎植物コレクシ∃ン・植田 亨貝類コレクシ∃

ンのデータを登録しました。

今回の研究会では、データ整備における課題

について話し合われました。その中で北九州市

立いのちのたび博物館の上田恭―郎さんが『個

人コレクシ∃ンの行方』について話題提供をし

て<れました。話の内容は、「近年個人コレク

シ∃ンが増加傾向にあり、中でも、アマチユア

の個人コレクターが多い昆虫標本の充実ざり

が顕著になつている。こうした背景には、昆虫

標本商の増加やネツトオークシヨンで簡単に

売買できるようになつたことがあり、標本が美

術品と変わらない感覚で取31さ れている。また、

これらの個人コレクシ∃ンをもとに個人出版

の『記載雑誌』や『図鑑』が続出し、そこで多

<の『新種』『新亜種』が記載されてきている。

こうした個人保管・管理の模式標本が増えると

ともに、その模式標本の行方がわからな<なつ

てきている。こうした標本は、コレクターの高

年齢化、逝去に伴いこれからも増力□するだろう。

そのためにも、個人コレクシ∃ンを博物館等で

社会的に保管することが重要である。」とのこ

とでした。

個人で新種記載してその標本を保管しても、

新種記載の公表や模式標本の保管といつた点

では問題があり、国際的にその種が認知されず

利用されないままに消滅 してい<可能 ll■が高

いと思われます。おそら<県内には、まだ我々

も把握 していない個人コレクシ∃ンが無数に

あるのではないでしようか。こうした問題は、

静岡県でもすぐに対応 していかなければなら

ない問題です。静岡県には、こうした標本の重

要ll■に気づいてもらい、静岡県自然学習資料保

存事業室の標本室の拡張や保存事業予算の増

額など、さらには県立自然史博物館の設置をも

つと前向きに老えてもらいたいと思います。

地球規模生物多様 lll■情報機構 (GBIF)

http:〃 bio tokyo iSt.90・ lp/GBIF/gbi,lapaneSe/i

ndex htrnl

GBIFで登録されたデータは下記のサイトで

見られます。サイエンスミューブアムネツト

(日 本)http:〃 science― net kahaku.go.lp/

GBIF Potal(英 )

http:〃Ⅵ″ぃ〃sclence― net.kahaku.9ojp/gbif/
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ハゼの名どあるが、遊泳し、しばしば水表面を群泳することの多い魚である。小型で成長しても

体長 4cmほどにしかならない。□は上面に向かつて開<形となつており、フ
゜
ランクトン食をするこ

の魚の摂食生態に適した形になつている。色彩は美し<、 薄い緑褐色の体イ貝」の中央に黒褐色の縦条

があり、尾部の基底中央に縦長の棒状の黒色紋があつて、尾びれに続いている。また直射日光のも

とでは体イ貝」縦条の背イ貝]に沿つて鮮やかな黄緑色の線び認められる。サツキハゼの名はおそら<体色

とと<にこの黄緑色の線にちなとものと思われる。

サツキハゼは南万性のハゼ類で、琉球夕」島を中ノらに分布し、南は八重山諸島から北は暖流の届<
石り県から千葉県まで見つかつている。黒潮が沿岸を洗う静岡県においては伊豆半島から浜名湖ま

で広<各地から見つかつている。中部地域で工場排水などの流入が多<て汚れてはいるが水温の高

い小坂川などは、本種の多い川としてわれわれ淡水魚に関わるもののあいだではよ<矢□られている。

サツキハゼは約 10種とともにサツキハゼ属に属している。この属は以前はハゼ科に含められてい

た。それが近年オオメワラスボ類、ハタタテハゼ類、クロユリハゼ属の魚などともにオオメワラス

ボ科としてハゼ科から分けられた。サツキハゼ類は最近さらにオオメワラスボ属の魚をオオメワラ

スボ科として、残りはクロユリハゼ科として再区分された。

筆者は、昨年 (2006年)初冬に、静岡県中部にある巴川の後部で調査行つた。上の写真はその時

に採集されたものである。左の写真は間違いな<サツキハゼと思われる。しかし、右の個体は頭部

のるり色斑の模様が上と異なる。るり色斑び一般のサツキハゼのように鰍蓋から眼下にかけて切れ

切れにあるのではな<、 鰍蓋から眼下まで一続きである。尾部の黒色斑やそれ |こつづ<、 尾びれの

黒条は写真では明瞭でないが、尾鰭基底の斑紋はサツキハゼに比べて短<楕円形である。これらの

特徴はべニツケサツキハゼの特徴を示す。

採集時には気がつかなかつ左が、巴川の河□から同時的に採集されたサツキハゼにはどうやら2

種が混じつていたらしい。鈴木寿之らの図鑑 (2004)にも、サツキハゼとべ三ツケサツキハゼが混

群をつ<るとあるので、間違いはなかろうと目う。

われわれは、河□の調査は晩秋から初冬にイTうことが多い。これは黒潮に乗つて南恵より河り||に

侵入してきた南万系の回遊1生や周縁性の魚の仔稚魚ど、夏から秋にかけての河川の高水温のもとで

未成魚以上に育ち、同定しやすいサイスで得られるからである。しかし、これのうち多<は冬期の

低温に耐えられず、死滅してしまうようである。冬を越えて成魚まで成長し、さらに繁殖を行つて

定着までしている魚はまだ多<ない。
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今からほぼ 20年前の 1988年 7月 10日、静岡市井川の県民の森でシブミチ∃ウの 1種び福丼順治

氏によつて採集されました。羽を広げて2cm<らいと小型で、写真で分なるように自地に前ばねが薄

い青紫色で縁取られた、たいへん美しいオスの蝶でした。これはサツマシブミといつて静岡県で初め

ての発見で蝶の同好者たちを大変驚かせました。

それからちようど 10年後の 1998年 7月 8日、今度は静岡市安倍奥の地蔵峠で2頭目が高橋真弓氏

によつて採集されました。

サツマシブミは国内では九州・四国のほぼ全域と中国地方の-3Б、東は紀伊半島まで分布し、奄美

大島では極めて稀、沖縄|こ は生息していないようです。国外ではヒマラヤ、インドシナ半島、中国大

陸、台湾などに分布しています。

2頭目の発見から7年後の 2005年 12月 6日、御前崎市でメスが袴田禾□広氏により採集され、翌年

5月 9日、藤枝市に在住のdづ畢資朗氏が藤枝市0きケ谷で採集したとの情報がもたらされました。

これらの発見を契機に、近年、南の蝶が北上している例がい<つかあることから、県内の同好者は、

飛んでいる0寺は普通種のルリシブミと思つて見過ごしているのではないかという思いもあつて、フイ

ールドに出た8寺には注意をはらうようになりました。その結果、今年の 7月、浜松市竜頭山、森町嵯

塚で採集され、10月 20日ころになつて突然、藤枝市の谷稲葉で複数発見されました。藤枝市内はも

とより、近隣の地域も丹念に調査したところ島田市、岡部町、静岡市西南部、吉田町、小笠山などか

らも発見されました。

秋|こ産卵された卵は

'際

化して幼虫などで冬を越し、春成虫となり、夏は山地に移動し、秋再び低山

地に下りて<るものと考えられますが、詳しいことはまだ分かりません。また幼虫の食べ物は、南九

州での観察によれば冬はクロキ、春はサンゴブユ、夏はサワフタギなどの花を食べることは分かつて

いますが、クロキがない静岡県では見当がつきません。
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兵庫県立人と自然の博物館の見学報告

横山 謙二

写真 1兵庫県立人と自然の博物館

じ111

写真 2 スチール棚で固定した昆虫標本の展示

2007年 10月 30日 (火)に『兵庫県立人と

自然の博物館』(写真 1)を見学してきました。

一人でしたので、展示技術の勉強のつもりで見

学してきました。

3Fよ り入館してまず、目|こ ついたのは昆虫

標本の展示です (写真 2)。 標本の珍しさや華や

かさよりも、ドイツ箱を固定するスチール製の

棚に感激しました。ドイツ箱をこの数だけ立て

なけて並べられると迫力があるものです。また、

中のドイツ箱を入れ替えるだ|すで、簡単に展示

替えできるところが気に入りました。もし、県

立博物館ができたら展示室に、この棚をお勧め

します。と感動 しながら、標本を見ずに棚の

隅々を細か<見ている自分を受付の人があや

しそうに見ていたので移動しました。

決に、紹介したい展示は、コウノトリの展示

(写真 3)です。この展示、標本ケース ロ展示

バネルが、何とダンボールでできています |こ

のダンボール展示は、強度的に問題があるので、

常設展示には向かないと思いますが、展示予算

が少な<すみ、短期間の特別展示には最適です。

ぜひ、今度のミニ博物館での活用を考えたいと

思います。

つづいて植物の展示を紹介します。植物の展

示は、どこの博物館でもある輪切りにした木や

ブオラマの展示が多いのですが、中に―つ目を

弓|<展示物がありました。それは、色落ちして

いない植物標本の展示です。植物標本は、普通

時間がたつと色落ちし、見栄えが悪<なります。

そのため、他の博物館では、アクリル封入標本

で展示している場合が多いようです。ここのよ

うに実物標本のまま展示しているのは初めて

見ました。この標本は、アクリル封入標本と違

い、展示用としても研究資料としても使える標

本です。ぜひ、この標本の作製技術を学びたい

ものです。

3Fのフロアを―通り見学後、4Fに行きまし

た。4Fは、セミナー室や研究室、ひとは<サ
ロン (写真 4)があります。この 4階では、さ

まざまなセミナーが開かれています。10月のセ

ミナーだけで、野外観察会を含めて 31回 も行

われていました。セミナーは、土日休日に 2～ 4

写真 3 ダンボールでできたコウノ トリの展示



セミナーあり、参加費用が 500円前後で、無料

で行われているものもあります。内容は、『バ

パのための昆虫採集講座』、『家族でつ<る昆虫

標本』、『封入標本作製』、『化石工房』、『植物用

語講座』、『立体写真作成』などなど多分野にわ

たり、対象者もさまざまなものが行われていま

す。

また野外観察会も、『秋のキノコ』、『ハイキ

ングと収穫祭』、『秋の六甲山ハイキング』など

季節ならではの行事があり、『親と子の鳴<虫

のタベ』ではセミナーで行つた『上級鳴<虫イ

ンストラクター養成講座』の受講生が先生を務

めて行うなどセミナー+観察会のような行事も

あります。また、この他に夏休みの期間を利用

して夏季教職員セミナー (小中高校教員対象)

を 6日間 25講座行い、600名程の先生が参力□

したそうです。これだけの行事を行つている博

物館も全国では珍 しいのではないでしよう

か ?行事を支えるスタツフと博物館利用者の

人数 |ま、うらやましいものがあります。近い将

来、静岡県で博物館ができた0寺のために、博物

館を支えて<れる人たちを今のうちから育て

ていかなければい|すないと感じました。その他

ひとは<サロンには、図書やパソコンなどの他

に、来館者がだれでも閲覧できる標本がおいて

ありました。

4階から 2階に降りすぐの小企画展示室では、

2006年 8月 に発見された恐竜化石がさつそ<
展示してありました。一般の人にわかりやす<
展示してあり、最新情報などがリーフレツトに

なつていました。このように最新の研究が博物

館をとお してすぐに―般の人に公表できるよ

うな博物館を、静岡県でもめざして行きたいも

のです。

その他展示物のあちらこちらでも、学芸員さ

んたちのアイデイアや技術 研究が見え隠れす

るものが多<見られました。兵庫県立博物館は、

研究 口教育普及活動ともに充実した理想的な博

物館でした。

写真 4 ひとはくサロン

lヽ ||■週 F
図書紹介

「退化」の進化学
ヒト|このころ進化の足跡

犬塚 貝」久著 講談社 Blue Backs定 価 820円

人類の先祖を霊長類、哺¥し類、脊椎動物とさかのほつてい<と、過

去から進化してきたなごりが私たちの体に残つているのに気づ<。 そ

れらを退化器官や痕跡器官といい、この本はそれを題材として進化を

紹介している。

0甫乳類の耳の骨はもともとサメの顎そのものだつた。日歯で食べ物

を細か<かみ砕きすり漬すことを咀旧というが、これは消化効率をよ

<するための消化法で哺乳類が恒温性を確保するために重要な機能だ

という。心房中隔にしばしば欠損がある人がいるが、これは胎児のフト

liEイロの進化学

臓、すなわち魚類0寺代のエラ0乎吸のなごりだという。服F骨 は直立歩行する動物では退化する傾向が

ある。たしかに鳥の腿肉を食べていると勝F骨 に出会えない。玉子はどうやつてできるか。卵管下部

で卵白や卵殻を分泌して玉子はできるが、哺事し類ではその下部の部分の筋層が肥大して子宮になつ

たという。このように、紹介されている器官はい<つもあり、これらをそれぞれ進化、いや退化の

観点から見てい<と、私たちの体そのものが系統的に古い器官からさまざまに形成されたことが理

解できる。この本は、専門的な知識を気にせず気楽に読み進められ、古生物学や人類学、解音」学を

人壕 llll久

学Sのに|ま とてもよいと思われる。
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コレクション紹介 (10)

故大橋昭彦氏の鉱物・化石標本

池谷 仙之

大橋氏の標本の一部

大橋コレクシ∃ンは、静岡県内産の主要な鉱

物を網羅した標本 3500点 (愛知県と岐阜県、

および東北地方の主要鉱山産の鉱物も―部含

まれている)、 北海道のアンモナイトを中らと

する日本産の化石標本 1000点、およびこれら

に関連した文献図書 200点と採集記録ノートか

らなる。

大橋昭彦氏は 1961年 (昭和 36年)8月 11

日に静岡市に生れ、1981年 (昭和 56年)に静

岡高校から東北大学工学部に進学され、修士課

程 (電磁気学、安達研究室)を卒業後、電気メ

ーカーに入社され、その後、2つの会社に再就

職しましたが、昨年、2006年 5月 10日 に突如、

45歳の若さで急逝されました。

子供の頃なら鉱物や岩石、特に美しい水品の

結晶に興味を持ち、中学 3年生頃に本格的な採

集をはじめたようです。最初の頃は母親の車に

乗せてもらい、静岡近辺の鉱山跡地などによ<
出かけたそうです。大学では地学ゼミナール

(このサークルからは多<の専門家が育つて

いる)に所属し、鉱物・化石収集の趣味はさら

に加熱していつたようです。就職後も休日のほ

とんどは採集旅行に当てられ、標本を恋人のよ

うに慈しんでいたとのことです。ご両親は、―

人息子であつた昭彦さんのこの「石ころ集め」

には終始批判的でしたが、遺品を整理しながら、

青春を化石や鉱物に魅せられたご子息を少 し

でも理解してあげたいとのことでした。応接間

を埋め尽<す量のこれらの標本類が何かの役

に立つものならとのご両親のお気持ちを、衆議

院議員の上川陽子さんを通じて NPO静岡県自

然史博物館ネツトワークに問い合わせがあり、

静岡県に寄贈されることになりました。

これらの標本の特徴は、1)県内に 100数 10

ケ所もある旧鉱山の主要な鉱物を網羅 してお

り、今ではなかなか入手できない質の高い標本

が多いこと、2)イじ石の中でも圧巻なのは詳し

い産出地点や層準が記録されている北海道産

の保存の良いアンモナイトで、研究試料として

の価値が高<、 アンモナイト研究者にとつて喉

から手がでそうな標本が含まれていることで

ある。また、これらの標本の全てが自ら採集し

たものばかりで、購入したものはほとんどない

のが特徴でもある。

最後に大橋さんをモデルにしたと思われる

小説を紹介したい。竜□ 亘・鹿島春光著「ほ

<と相棒」(朝 日新聞社,1991,第 2回朝日新

人文学賞受賞作品)。 著者 |ま東北大学地学ゼミ

ナールの仲間であり、大橋さんはこの友人達と

一緒によ<採集に出かけたようである。内容は

北海道の沢の奥でアンモナイトを採集するス

リリングに満ちた様子が描かれ、化石採集とは

こうゆうものかと仮想体験できるような楽 し

い冒険 (?)月 説ヽである。是非―読をお勧めじ

たい。

大橋昭彦さんの「石にかけた思い」を大事に

し、残された標本を共通の財産として保管し、

研究と教育に活用させて頂きたいと思います。

アンモナイト化石 Mω″″οs″ραθ′θα



清水平野のおいたちと清水の地名

柴 正博

清水平野は、巴川下流とその河□

にできた平野で、北1貝」の山地と南イ貝」

の有度丘陵にはさまれた巴川沿い

の低地 (巴川低地)と、河□付近に

ある南北方向の台地、それとその外

イ貝]に分布する砂州からなります。

今なら約 6000年前に海面が今よ

り約 4m高かつたときに、平野には

海が広<入つていました。それ以後

海面が低<なると、海が弓|き、北部

の山地と南部の有度丘陵から流出

した砂礫によつて扇状地がつ<ら
れました。図は、ボーリング資料に

よる軟弱粘土層の分布図 (山崎ほ

0,2001)を参考にして作つた清水平

野の地盤図です。

巴川の河□付近にある南北方向

の台地は、その中央を巴川によつて

侵食されて、北部の秋葉山台地と南

部の岡台地区分けられます。巴川が

台地を横切るところは、流路はとても狭<なつ

ていて、川の水が下流の海に排出されに<<、

その上流イ貝」の巴川低地は広い地域が長い間湿

地や沼地になつていたと考えられます。また、

巴川低地は南北の山地と丘陵、および河□部の

台地の隆起なら取り残されて、相対的に沈下し

たところで、そのため巴川低地には軟弱な泥の

地層が厚<堆積しています。

秋葉山台地の東イ貝」の袖師付近から南西方向

|こ 3列の砂州があり、入船まで伸びています。

この砂州は、庵原川の河□に形成された砂州1で、

折戸湾□に進入した南西向きの波浪によつて

南倶1に砂州1を発達させたと考えられます。

岡台地の北東端には「入江」という地名がり、

以前はこの付近まで海だつたと考えられます。

また、清水の地名には「船原」や「真砂」など

音の地形が想像できる地名が多<あ ります。

徳川家康が、慶長 9年 (1604年 )に安倍川

に島津堤を築かせ、安倍川を藁科川と含流させ

て南に流路を変えた以前は、安倍川は現在の駿

府城の南イ貝」を流れていました。このときしばし

清水平野の地盤図

ば起こつた洪水によつて、安倍川の水は長沼か

ら巴川流域に流入して、清水平野の巴川低地は、

1974年の七夕豪雨の時のように深<水没した

と考えられます。しかし、江戸0寺代以降の安倍

川の南流改修と巴川の河□部の河道改修など

によつて、巴川低地の湿地は干上がり、現在の

ような清水平野が誕生 していつたと思われま

す。「長崎新田」や「北脇新田」など新田がつ

<地名の場所は、江戸時代以降に干上がつた土

地を新田開発したところです。

ところで、「清水」の地名の由来をみなさん

はご存知でしようか。岡台地区「下清水町」と

いう地名があります。以前、岡台地のこの付近

の東麓に沿つて淡水の丼戸があり、この丼戸の

水がおいしい真水だつたことから、「清水」と

いう地名がついたと言われます。江戸0き代には

この丼戸水を使つて染物業が繁栄したそうで

す。この水源は現在の岡小学校の東にあつた

「小池」だと思われます。しかし、現在では「清

水」の名の由来となつた丼戸もその水源の池も

見ることができません。

船越 :｀
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